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５
　水系ごとに分かれている田のまとまりを「団地」と呼んでいる。団地ごとにそれぞれ、現在の耕
作状況と 10 年後の耕作状況予測、また、現在耕作されている田については耕作者の年代を聞き取
りし、色分けをして可視化した。

【　現状　】

緑：耕作している
紫：減反（そば栽培）
茶：減反
赤：耕作していない

【　10 年後予測　】

緑：耕作している
黄：分からない
赤：耕作していない

【　年代　】

青：40 代
緑：50 代
黄：60 代
橙：70 代
赤：80 代

耕作状況調査結果 − 団地ごと−
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《 耕作者年代構成 》

《 耕作状況と 10 年後予測 》

耕作率（％）
2008 年現状（Ａ） 82.1
2018 年予測（Ｂ） 35.1
2017 年現状（Ｃ） 16.9

2027 年予測 16.9
現状の差（Ａ−Ｃ） -65.2

予測との差（Ｂ−Ｃ） -18.2

サルの被害がひどいため、 管

理が難しい。 軒数が少ないた

めに１軒やめると先行きが不透

明。

耕作

16.4% 

耕作

16.4% 

そば

45.2%

減反

19.2% 

不明

64.4% 

休耕

19.2% 

休耕

19.2% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

10年後

現状

現状　16.9%

10 年後　16.9%

１ 試田 ・ 赤田
こころみだ　  　　       あかだ

【 考　察 】

60代

71.4% 

70代

28.6% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

( − 0% )
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《 耕作者年代構成 》

《 耕作状況と 10 年後予測 》

耕作率（％）
2008 年現状（Ａ） 97.4
2018 年予測（Ｂ） 91.0
2017 年現状（Ｃ） 87.7

2027 年予測 87.7
現状の差（Ａ−Ｃ） -9.7

予測との差（Ｂ−Ｃ） -3.3

集落からも距離が近く、 耕作し

やすい。 畦が少なく、 水量も

あり条件がいい。 県道沿いで

交通量もあるので、 サルの被

害は少ないと思われる。 悪い

条件が少ないので、 誰かがや

めたとしても、 他の人が耕作

する可能性が高い。

耕作

87.7% 

耕作

87.7% 

そば

7.4%

不明

7.4% 

休耕

4.9% 

休耕

4.9% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

10年後

現状

現状　87.7%

10 年後　87.7%

２ 柳清水
やなぎしみず

【 考　察 】

40代

21.1% 

50代

46.5% 

60代

31.0% 

70代

1.4% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

( − 0% )
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《 耕作者年代構成 》

《 耕作状況と 10 年後予測 》

耕作率（％）
2008 年現状（Ａ） 95.7
2018 年予測（Ｂ） 80.9
2017 年現状（Ｃ） 90.7

2027 年予測 90.7
現状の差（Ａ−Ｃ） -5.0

予測との差（Ｂ−Ｃ） +9.8

柳清水とほぼ同条件。 便の良

い場所のため育苗ハウスを立

てている農家が多い。 60 代以

上の耕作者がほとんどだが、

条件が良いため、 誰かが引き

継ぐ可能性が高く、 10 年後の

予測も変わらない耕作状況に

なっている。

耕作

90.7% 

耕作 

90.7% 

減反 

9.3% 

不明 

9.3% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

10年後

現状

現状　90.7%

10 年後　90.7%

３ 山口
やまぐち

【 考　察 】

40代

7.7% 

50代

17.9% 

60代

71.8% 

70代

2.6% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

( − 0% )
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《 耕作者年代構成 》

《 耕作状況と 10 年後予測 》

耕作率（％）
2008 年現状（Ａ） 82.6
2018 年予測（Ｂ） 45.6
2017 年現状（Ｃ） 16.4

2027 年予測 16.4
現状の差（Ａ−Ｃ） -66.2

予測との差（Ｂ−Ｃ） -29.2

水路が悪く、 獣害が深刻。 す

でに 9 年前の予想を超える減

少数。 溜め池をつくるなど水

の管理ができるようにすること

が必要。 今後の状況次第では

耕作軒数がゼロになる可能性

が最も高い団地のひとつ。

耕作

16.4% 

耕作

16.4% 

そば

45.2%

減反

19.2% 

不明

64.4% 

休耕

19.2% 

休耕

19.2% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

10年後

現状

現状　16.4%

10 年後　16.4%

４ 小ヶ崎
こがさき

【 考　察 】

40代

58.3% 

60代

41.7% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

( − 0% )
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《 耕作者年代構成 》

《 耕作状況と 10 年後予測 》

耕作率（％）
2008 年現状（Ａ） 86.1
2018 年予測（Ｂ） 45.6
2017 年現状（Ｃ） 62.1

2027 年予測 44.8
現状の差（Ａ−Ｃ） -24.0

予測との差（Ｂ−Ｃ） +16.5

自然の水路なので他の団地に

比べて手間は少ない。 深い田

んぼもあり、 難しさはあるが、

畦の狭さ等を考えれば条件は

良い団地。 最近はイノシシが

出るようになったため、 今後獣

害が増える可能性も考えられ

る。

耕作

44.8% 

耕作

62.1% 

そば

13.8%

減反

10.3% 

不明

37.9% 

休耕

17.2% 

休耕

13.8% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

10年後

現状

現状　62.1%

10 年後　44.8%

５ 荒谷
あらや

【 考　察 】

40代

16.7% 

50代

5.6% 

60代

77.8% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

( − 17.3% )
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《 耕作者年代構成 》

《 耕作状況と 10 年後予測 》

耕作率（％）
2008 年現状（Ａ） 86.3
2018 年予測（Ｂ） 72.8
2017 年現状（Ｃ） 66.3

2027 年予測 63.2
現状の差（Ａ−Ｃ） -20.0

予測との差（Ｂ−Ｃ） -6.5

９年前から耕作軒数が減って

いないのは条件の良さがもた

らす数字だと思われる。 今後

も見通しが立てやすい団地で

はあるが後継者問題があるた

め、 耕作地の集約など効率化

を図る必要がある。

耕作

63.2% 

耕作

66.3% 

そば

15.3%

減反

4.9% 

不明

18.4% 

休耕

18.4% 

休耕

13.5% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

10年後

現状

現状　66.3%

10 年後　63.2%

６ 宮ノ前 ・ 丸山
みやのまえ　　　　　　  まるやま

【 考　察 】

40代

39.8% 

50代

11.1% 

60代

41.7% 

70代

3.7% 

80代

3.7% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

( − 2.1% )
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《 耕作者年代構成 》

《 耕作状況と 10 年後予測 》

耕作率（％）
2008 年現状（Ａ） 86.1
2018 年予測（Ｂ） 45.6
2017 年現状（Ｃ） 81.7

2027 年予測 81.7
現状の差（Ａ−Ｃ） -4.4

予測との差（Ｂ−Ｃ） +36.1

９年前の予想よりはるかに良い

数字なのは、 若手農家による

集約の結果が大きい。 水量が

多く、 他の団地に比べ水につ

いての心配がないことが耕作

継続につながっていると考えら

れる。

耕作

81.7% 

耕作

81.7% 

そば

5%

不明

5% 

休耕

13.3% 

休耕

13.3% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

10年後

現状

現状　81.7%

10 年後　81.7%

７ 奥田
おくだ

【 考　察 】

40代

61.2% 

50代

14.3% 

60代

20.4% 

70代

4.1% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

( − 0% )
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《 耕作者年代構成 》

《 耕作状況と 10 年後予測 》

耕作率（％）
2008 年現状（Ａ） 58.8
2018 年予測（Ｂ） 51.0
2017 年現状（Ｃ） 17.2

2027 年予測 5.2
現状の差（Ａ−Ｃ） -41.6

予測との差（Ｂ−Ｃ） -33.8

水害の影響で崩れてやめる人

が出た。水路の条件は良いが、

サルと水害の影響が大きい。

軒数も半減し、 10 年後の見通

しはかなり厳しい。

耕作

5.2% 

耕作

17.2% 

そば

41.4%

減反

29.3% 

不明

82.8% 

休耕

12.1% 

休耕

12.1% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

10年後

現状

現状　17.2%

10 年後　5.2%

８ 須戸俣
すどまた

【 考　察 】

60代

100% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

( − 12.0% )
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《 耕作者年代構成 》

《 耕作状況と 10 年後予測 》

耕作率（％）
2008 年現状（Ａ） 82.1
2018 年予測（Ｂ） 35.1
2017 年現状（Ｃ） 55.3

2027 年予測 48.9
現状の差（Ａ−Ｃ） -26.8

予測との差（Ｂ−Ｃ） +20.2

９年前の予測ほどはひどくなら

ずにすんでいるが、 軒数は半

減している。 若い人一人のお

かげでもっている。 その人が

他の団地に集約したら、 どの

ようになるか分からない。

耕作

48.9% 

耕作

55.3% 

そば

14.2%

減反

12.6% 

不明

32.6% 

休耕

18.4% 

休耕

17.9% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

10年後

現状

現状　55.3%

10 年後　48.9%

９ 下仲畑 ・ 越渡
しものなかはた　　　　　　　　こえど

【 考　察 】

40代

50.5% 

50代

7.6% 

60代

31.4% 

70代

10.5% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

( − 6.4% )
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《 耕作者年代構成 》

《 耕作状況と 10 年後予測 》

耕作率（％）
2008 年現状（Ａ） 100.0
2018 年予測（Ｂ） 95.0
2017 年現状（Ｃ） 81.3

2027 年予測 0.0
現状の差（Ａ−Ｃ） -18.7

予測との差（Ｂ−Ｃ） -13.7

10 年後の予測は０％になって

いるが、 条件が悪いわけでは

ない。 畦の広さと年代を考え

て、 分からないという回答に

なっているため、 実際は耕作

を継続できる可能性もある。

耕作

81.3% 

そば

6.3%

減反

6.3% 

不明

93.8% 

休耕

6.3% 

休耕

6.3% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

10年後

現状

現状　81.3%

10 年後　0.0%

10 菖蒲池
しょうぶいけ

【 考　察 】

40代

19.2% 

60代

76.9% 

70代

3.8% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

( − 81.3% )
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《 耕作者年代構成 》

《 耕作状況と 10 年後予測 》

耕作率（％）
2008 年現状（Ａ） 60.3
2018 年予測（Ｂ） 41.4
2017 年現状（Ｃ） 46.9

2027 年予測 1.0
現状の差（Ａ−Ｃ） -13.4

予測との差（Ｂ−Ｃ） -5.5

畦の広さは相当な負担になっ

ている。 10 年後にやっていな

いという可能性は低いが、 農

地の集約は必要になってくると

思われる。

耕作

1% 

耕作

46.9% 

そば

11.5%

減反

17.7% 

不明

75% 

休耕

24% 

休耕

24% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

10年後

現状

現状　46.9%

10 年後　1.0%

11 東俣
ひがしまた

【 考　察 】

50代

28.9% 

60代

40.0% 

70代

31.1% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

( − 45.9% )
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《 耕作者年代構成 》

《 耕作状況と 10 年後予測 》

耕作率（％）
2008 年現状（Ａ） 82.7
2018 年予測（Ｂ） 82.7
2017 年現状（Ｃ） 82.5

2027 年予測 82.5
現状の差（Ａ−Ｃ） -0.2

予測との差（Ｂ−Ｃ） -0.2

軒数は減ったが耕作面積に

変化なし。 一等地のため、 こ

れから田んぼの集約が進んで

いったときに、 耕作が継続さ

れている可能性が高い団地だ

と考えられる。

耕作

82.5% 

耕作

82.5% 

そば

12.5%

不明

12.5% 

休耕

5% 

休耕

5% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

10年後

現状

現状　82.5%

10 年後　82.5%

12 丸清水 ・ 五百地
まるしみず　　　　　　　　 　ごひゃくじ

【 考　察 】

40代

17.4% 

50代

6.8% 

60代

71.2% 

70代

1.5% 

80代

3.0% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

( − 0% )
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《 耕作者年代構成 》

《 耕作状況と 10 年後予測 》

耕作率（％）
2008 年現状（Ａ） 82.8
2018 年予測（Ｂ） 73.6
2017 年現状（Ｃ） 82.4

2027 年予測 80.7
現状の差（Ａ−Ｃ） -0.4

予測との差（Ｂ−Ｃ） +8.8

軒数は減ったが、 ９年前と同じ

耕作面積を保持している。 水

路が良いため、 管理する人が

少なくても継続していける。

耕作

80.7% 

耕作

82.4% 

そば

11.8%

減反

5% 

不明

18.5% 

休耕

0.8% 

休耕

0.8% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

10年後

現状

現状　82.4%

10 年後　80.7%

13 桐留
きりどめ

【 考　察 】

40代

39.8% 

60代

55.1% 

70代

5.1% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

( − 1.7% )
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《 耕作者年代構成 》

《 耕作状況と 10 年後予測 》

耕作率（％）
2008 年現状（Ａ） 96.8
2018 年予測（Ｂ） 0.0
2017 年現状（Ｃ） 41.7

2027 年予測 0.0
現状の差（Ａ−Ｃ） -55.1

予測との差（Ｂ−Ｃ） +41.7

9 年前の予測よりも良い数字

であった。 悪条件のため、 今

耕作している人がやめた場合、

耕作を継続していくことは難し

いと予想される。

耕作

41.7% 

そば

25%

減反

12.5% 

不明

79.2% 

休耕

20.8% 

休耕

20.8% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

10年後

現状

現状　41.7%

10 年後　0.0%

14 大向
おおむかい

【 考　察 】

60代

100% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

( − 41.7% )


